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今日の内容

基本的に大島青松園で撮影した写真に発表者の言葉を添えたスライドばかりです

たぶん、私が下手に説明するよりも、私の視界をある程度は映したそれらを

お見せした方が、まだ伝わると思います。

個人的には瀬戸内国際芸術祭では直島よりも豊島よりも大島が一番良かったです



はじめに――大島青松園について

大島青松園は香川県高松市の沖合、瀬戸内海・大島に位置するハンセン病療養所

位置づけとしては多摩全生園などと同じものになる

瀬戸内海の島にあるハンセン病療養所としては以下

(双方ともに岡山県・長島に所在)

● 長島愛生園

● 邑久光明園

先日、瀬戸内国際芸術祭で大島を訪れたので、そのご報告です



大島にある作品

公式サイトの作品一覧 ※太字は発表者が巡ることのできた作品

● 青空水族館

● 森の小径

● 「Nさんの人生・大島七十年」－木製便器の部屋－

● 稀有の触手

● {つながりの家}GALLERY15「海のこだま」

● 歩みきたりて

● 海峡の歌/Strait Songs
● 物語るテーブルランナー in 大島青松園

● 浜辺の歌、月着陸、壁上り

● {つながりの家}カフェ・シヨル

● リングワンデルング

● 物語る金の豚

● 声の楔

https://setouchi-artfest.jp/artworks-artists/artworks/oshima/


大島へ行く前に

大島へは会期中のみ無料の定期便が運航されている

瀬戸芸参加者は基本的に毎日一回の検温で大丈夫だが、大島に行く場合のみ

改めての検温が必須

2階建ての高速船の1階部(2階は元患者さんたち向け)なので、酔いやすい方は注意

船内・島内では常にマスクを着用すること

また、飲み物を買える場所が平日だと自販機1つだけなので、その点も注意



作品の写真



青空水族館

https://setouchi-artfest.jp/artworks-artists/artworks/oshima/64.html


入口に立っている海賊



入口



入口(その2)



涙する人魚。
悲しいけど、印象的な作
品でした。



魚の絵画作品。



立体作品。ヘラヤガラがモチーフか？

https://www.zukan-bouz.com/syu/%E3%83%98%E3%83%A9%E3%83%A4%E3%82%AC%E3%83%A9


たぶん漂着したゴミで作った作品。紐をひくと ……。



海藻標本でできた作品



海藻標本でできた作品



海藻標本でできた作品



森のような、
海底のような



森で採取した植物を乾燥させて作品に使っている



松ぼっくりや、種子



窓の景色



森の小径

https://setouchi-artfest.jp/artworks-artists/artworks/oshima/151.html


入口



内部から見た空。
小さい庭。
閉ざされている。



「Nさんの人生・大島七十年」
－木製便器の部屋－

https://setouchi-artfest.jp/artworks-artists/artworks/oshima/269.html
https://setouchi-artfest.jp/artworks-artists/artworks/oshima/269.html


入口



最初の部屋。



故郷から出発するバス



悲しく残酷な記憶



悲しく残酷な記憶



木製便器を再現



こんな感じで雑魚寝みた
いな感じだったのだろう



木製便器



振り替えり撮った廊下



なんで、と言わざるを得ない
気持ちになる



実際に亡くなった人も、沢山いたのではないか。
Nさんが愛する人と出会えたのは、良かったと思う。



撮ったときは気づかなかったけど、 海賊と人魚ですね



この部屋はこんな感じ



当時の医師の「診療」



当時の医師の「診療」



「光田さん」とは、らい予防法を推進した光田健輔。
じつは、廊下の奥には光田の胸像も置いてある。
このインスタレーションを見た者は、ほぼ全員が光田に
嫌悪感しか持てないと思う。
しかし、振り返るとこの言葉があって、観覧者自身も
自分の胸に手をあてることになる。



台所はこんな感じ



ドアノブ。
指がなくなった人の
ためだろう、金属製の
補助棒？がついている



作品ではないが、
象徴的な感じがした
足跡



空



カフェ・シヨル/物語る金の豚

https://setouchi-artfest.jp/artworks-artists/artworks/oshima/61.html
https://setouchi-artfest.jp/artworks-artists/artworks/oshima/403.html


全く情報を事前に入れていなかったが、
惠楓園金陽会の絵画が来ていた。



カフェ・シヨルは
土日祝のみテイクアウトで
営業なのでご注意



文旦サワー。
元患者さんがつけたものか



豚さん



遠足



海辺



阿蘇山



リングワンデルング

https://setouchi-artfest.jp/artworks-artists/artworks/oshima/402.html


プレートが立っていた



患者さんたちが切りひらいた道、それ自体が作品となった



山道は視力の有無にかかわらず楽しい



この方は唇だけに触覚が残ったのだろうか。



リングワンデルングのうち、逃走階段はツアーのある日に
しか参加できない。



美しい景色。しかし、この島に閉じ込められた人たち。



女児をつれた女二人、男児をつれた男一人。
どんな想いだったか、想像を絶していた。



コロナ禍で、すっかり物に触れなくなった。



シダの苗



アップダウンの激しい道
歩きやすい靴がお勧め



ところで、何を賭けたんだろうか？



竹林



花



地上に降ります。
リングワンデルング内にはスズメバチっぽいのもい
たので、お気をつけください。
あと、イノシシの目撃情報もあるらしい ……。



キョウチクトウとスピーカー。
園内はスピーカーから音楽が流れており、たぶんですが
視力のない元患者さん向け。



納骨堂



納骨堂への坂道



ヤマモモの樹とプレート



お祈りしました



納骨堂からの景色



その他



キョウチクトウの華がまだ咲いていました。
原爆投下後の広島で、一番最初に復活した花は
キョウチクトウだったという話を思い出しました。



この高速船で高松と行き
来します。
なお、16時30分の
最終便を逃すと海上
タクシーとかを使わないと
いけないらしい……



リングワンデルングの一枚。
大島で撮った中でも、特に好きなもの。



以上


